
 

 

 

 

  

大型連休が明けて、１学期も中盤の時期となります。子どもたちは、 

新しい学年・学級での生活にも慣れてきたところだと思います。 

 社会生活では、３年間続いたコロナ禍生活もインフルエンザと 

同様の扱いとなることで、開放感も生じてきています。             

 第 4 号で「あいさつは人と人とをつなぐ言葉です。」と 

お伝えしましたが、 

  あいさつの「あ」は、○あ  か る く（明るく） 

  あいさつの「い」は、○い  つ も  （いつも） 

    あいさつの「さ」は、○さ  き に  （先に） 

   あいさつの「つ」は、○つ  た え る（伝える）  

あいさつの言葉を、一人ひとりの子どもたちが、互いに掛け合うことで、気持ちを前向きに、いろいろなことに

チャレンジしていく 5 月を過ごしてほしいと思います。また、友だちが元気のない様子であれば、「どうしたの？」

と相手を気遣う言葉をかける「優しい心」で、互いに思いやりの心を育んでいってほしいと思います。             

                     左枠に示した内容は、以前、大阪府政策企画部青少年・地域安全 

                    室治安対策課 編集の犯罪被害から子どもを守る取り組みをどのよ 

うにすすめていくかをまとめられた『子どもたちも社会の一員』と 

いう冊子の中に記されていたものです。 

『感情』について基本的な 8 つの概念が記載されていました。 

「感情をもつことはよいことであり、誰もがもっている。そして、 

 感情表現には様々な表現方法があり、表現できれば穏やかになれ 

る。感情は変化し、段階をふんでいく。・・・・・・」 

何か難しそうな『感情』ではありますが、誰もが人として生きて 

いくうえで、自身の中で生起する感情をどのように表現すればよい 

かと考えてみることは必要なことです。その場・その時に応じた“感

情のコントロール”の仕方（対処法）を身につけていくことが大切

なことだと思います。 
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『感情』は･･････ 

① 感情にいいも悪いもない。 

② 感情をもつことはよいこと。 

③ 感情は変化する。 

④ 感情と行動は別のもの。 

⑤ 感情表現はさまざま。 

⑥ 感情は出せば穏やかになる。 

⑦ 感情には段階がある。 

⑧ 感情は誰もが持っている。 

 大人も子どもも、前向き

になれる感情表現で、互い

に笑顔になれる人間関係

づくりに努めていきたい

ものです。 

😊 明るく・いつも・

先に・伝える、“あいさつ”

をこれからも心掛けてい

きましょう！！😊 


